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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・新型コロナウィルスに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
・庶務より連絡あり。

手指消毒液は、在庫が無い状態で、入荷してもポンプはつかない為、ポンプは廃棄せずにそのまま再利用すること。
・4月20日（月）に予定していた春の会は、新型コロナウイルス感染症が全国で拡大している為、今回はやむなく中止とする。
※ご不明な点などあれば、行事運営委員会へ問い合わせること。
・予定していた部署懇談会は中止。今年度の抱負の書式を部署懇談会のフォルダに保存しているので作成し5/1までに提出の事。
・

・青陽館にて作業療法士の学生が実習予定。
　期間→4月13日（月）から8週間。
＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

　＜外来患者様情報＞
・石井　幸子様～最近の調子としては、特に変わりはなく落ち着いていたとみられる。夜間の睡眠もとれていた。身体面でも熱発などの症状はなかった。デイケアは続けて通っているが、その中で「一般常識」の勉強が役にたったという。気分面で苛々や抑うつの症状はなかった。精神病症状もないと思われる。疎通も之まで通りにとれている。
・古舘　ヨリ様～2日前に夜にトイレに起きた際に、部屋の中で転んだので、湿布欲しいとのこと。臀部痛（中央）あり。思いっきり滑って転んだと話す。注意して歩くように伝え、湿布ではなくスミルスチック処方している。気分は安定しており、他処方継続。
・市澤　信行様～最近の様子としては、まだ手続きなどで忙しくしていることが多かったようである。気分面では、少し焦ってしまうこともあったが、少しずつは落ち着いてきていたようである。夜間の睡眠は3時間くらいはとれている。食欲も保たれていた。身体面では腰から下肢にかけて疼痛はまだあるようである。
